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ロータリーに輝きを
2014-15年度 国際ロータリーのテーマ

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2800

第2086回例会 2015-6／9（火）天気（雨）

会長挨拶

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：伊藤　　誠 君
点　鐘：PM 12：30　布施　富将 会長 ロータリーソング：「奉仕の理想」

　皆様こんにちは。いよいよ今年
度も残り少なくなってまいりまし
た。本日は、間木野仁美会員から
会員卓話をしていただきます。
　間木野さんとは山形県の倫理法
人会で主催する「山伏修行体験塾」
でご一緒したこともあり、山形南
ロータリークラブはじめ、倫理法

人会の方でもご活躍されており、お仕事も一所懸命で
大変活発にご活躍されている方でございます。
　出羽三山とは、羽黒山・月山・湯殿山の総称であり、
三山をお参りすることによって人は生まれ変わると言
われてきました。山伏の修行も死と再生＝生まれ変わ
りの行であり、十界の行＝断食・水絶ち・抖そう・南

蛮いぶしなど厳しいものです。山伏修行体験は、白装
束を身に纏い、俗世界から離れて修行の一端を体験し、
出羽三山の自然、そして修験道を学びます。いわば、
自然と一体となって自然のエネルギーを体内に吸収す
ること、自然と人間との共生を体感すること、そして、
日本古来からの山伏の精神文化を実際に体験すること
で自分自身を見つめ直す事です。
　また、今年度の最終例会では山形南ロータリークラ
ブの名誉会員であります千歳栄様より大変貴重なお話
をしていただきます。なかなかお聞きできないお話で
すので、たくさんの方に聞いていただきたいと思いま
す。最終例会ということもあり、色々な試みを検討し
ておりますので、皆様のご参加をお待ちしております。
本日はよろしくお願いいたします。

　
1．ネパール地震の義援金お一人1,000円のご協力をお
願いいたします。

2．本日、18：30～七日町ワシントンホテルにて今年度
の第3回クラブ協議会を開催いたします。参加の方はよ
ろしくお願いいたします。

3．例会終了後、臨時の理事会を開催いたしますので、理
事の方はお残りください。

幹 事 報 告 中村　　篤 副幹事

　　ニコニコBOX　木村　政則 君
　布施　富将君　本日のクラブ協議会、よろしくお願いいたし

ます。
　間木野仁美君　本日卓話をいたします。よろしくお願いいた

します。
　熊谷　昌和君　今年も昨日から小学校の水泳指導をはじめま

した。

委員会報告

金森　正耕君
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本日の一言
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中津ロータリークラブとの合同例会では
屋形船によるお台場～隅田川の
ナイトクルージング非常に楽しく
思い出に残りました。
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（地　区）武田　和夫

会員卓話

　皆さんこんにちは。いつもお世話になっております。大
同生命保険株式会社の間木野仁美です。本日は、皆様の
前でお話しするという貴重な機会を頂き、ありがとうござ
います。まずはじめに、私の自己紹介をさせて頂きます。
私は、昭和44年に村山市楯岡にて誕生しました。父は、
東根の農家の次男です。母の実家は楯岡で左官業を営ん
でおりました。
　私は、１歳半の時に山形市内に引っ越しをして来たので
すが、毎週週末や夏休み、冬休みの大半を母の実家の楯岡
で過ごすことが多かったです。私が小さい頃は、左官であ
る祖父のお弟子さん達が祖父の家に住み込みで働いてい
ました。また、職人さん達が、朝・昼・夕とやって来て、お茶
を飲んだり、ごはんを食べたりする時に、私はお茶出しや
お味噌汁を出すお手伝いをしていました。人見知りの私に
とって、この時間はとても恥ずかしくて、でも楽しい時間で
ありました。祖母が集金をしたり、銀行に行く時も、いつも
くっ付いて歩いていました。知らない家に上がる事が出来
ず、玄関先で泣きながら待っているということもしばしば
でした。そんな中でも手形や小切手を振り出したり、現金
を数えたりするのがとても不思議そうで、楽しそうで、随
分手形のナンバリングをさせてとか、現金を数えさせてと
か頼んだのですが、子供はやるもんじゃないと言われ、全
くさせてもらえませんでした。そんな私が大人になって銀
行員になるとは、その頃は思ってもみませんでした。
　２年前に亡くなった父は、地元の高校を卒業した後、明
治海運という会社に入社。船に乗り、料理の修行をしなが
ら、世界一周をしたそうです。地球儀をたどり、何回も何回
も当時通った航路を聞いたことが思い出です。横浜から西
回りで、シンガポール、スリランカ、紅海、地中海、ジブラ
ルタル海峡を通って、北大西洋を渡り、カリブ海、パナマ
運河を通り、太平洋を横切って、横浜へ到着というルート
だったと記憶しております。そんな父ですが、どういう理由
かは未だに謎なのですが、母と大恋愛の末山形に戻り、私
が生まれたそうです。そののち、ホテルニューオータニの
父の恩人の紹介で開業当時から、山形グランドホテルの
コックとして働いたそうです。ところが私が８歳の時に突
然会社を辞めて来て、自分で商売をすると言い始めたのが
“仕出しきじま”です。こちらにいらっしゃる皆様の中には、
父と母が大変お世話になった方がいらっしゃると思いま
す。本当にありがとうございます。この場をお借りして感謝
申し上げます。
　開業当初、母は父が商売することに猛反対で、離婚を
しようとして、ひと夏楯岡の実家にこもったことがありまし
た。小学校の２学期が始まってしまい、私と弟の学校のこ

とが心配で泣く泣く山形に戻ったそうです。そんな父が始
めた商売も、父の死と同時に片づけることになりました。
３年前の１１月に、前立腺がんと分かった時には全身に
転移していて、手の施しようのない状態でした。私は、父
が亡くなる２か月くらい前から、県立中央病院の緩和ケア
病棟に住み込み、父との最後の時間をゆっくりと過ごすこ
とが出来ました。身体中の痛みをとってもらったことはも
ちろんなのですが、心の痛みのケアも、緩和ケア専門の先
生や看護師さんにして頂き、本当に尊いお仕事だと思いま
した。亡くなる数日前に父は回想法という、人生の振り返
りをして頂きました。私は小さな頃、“弁当屋弁当屋”と、ク
ラスの男子に馬鹿にされ、実家の仕事が大嫌いでした。け
れど父は、人生の振り返りをして、「仕事をしたことが誇り
だ」と言っていました。波あり、谷ありの人生でしたが、面
白かったと言っておりました。私の会社である大同生命で
は、こんなＣМをしています。【長く続く会社の多い国は、
いい国だと思う。】会社は望まれて生まれます。人に必要
だから、社会の役に立てるから、この世に生まれて来るの
です。着るものをつくる、食べものをつくる、健康を守るも
のを、美しさを育てるものを、人を遠くに運ぶものをそし
て、人と人をつなぐものをつくる、１つひとつの役割は違う
けれどそれぞれが、自分たちの力をぞんぶんに出し切って
社会を支えるさまざまな会社たち。そう。どんなに小さく
ても必要でない会社というものはない。私たちが、中小
企業のための保険を開発し以来ひたむきに走って来たの
は、そんな思いがあったからです。小さな会社を支えるこ
とは、この国を支えること。これからもそう信じる私たち
とともに歩いて行きましょう。～企業を支える夢がある～
大同生命です。
　父の会社は一代限りになってしまいましたが、沢山のこ
とを父は、自分の身をもって私に教えてくれました。最後
に、自分の身体の変化していくところや、会社や世の中、そ
して遺していく家族に対する想いを。私の目を使い、耳を
使い伝えてくれました。そんな想いを胸に私は、長く自分
の仕事を続けていこうと思います。保険は、病気をしたり、
亡くなった時に始めて機能するというイメージが強いので
すが、企業防衛という意味では、保険を使ってお金貯めた
り将来の資金繰りにお役立て頂くこともできます。法人保
険はとても分かりにくいところが多いと思うのですが、皆
様の仲間としてわかりにくいところを解決したり、お力に
なることが出来れば幸いです。なにかございましたらいつ
でもお声をかけてください。これからもどうぞよろしくお
願いいたします。

　間木野　仁　美 君
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